
 

５
月
15
日
は
「
沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日
、
沖
縄
復
帰
記 

念
日
」
で
す
。
第
２
次
世
界
大
戦
末
期
に
ア
メ
リ
カ
軍
に
占
領
さ
れ
、
1951

年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
統
治
下

に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
沖
縄
。
敗
戦
直
後
か
ら
の
沖
縄
復
帰
運
動

が
、
沖
縄
県
内
だ
け
で
の
運
動
か
ら
全
国
的
な
国
民
的
展
開
と
な
り
こ

れ
が
日
米
両
政
府
を
動
か
し
、
政
府
間
で
沖
縄
復
帰
の
協
議
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
佐
藤
栄
作
氏
が
戦
後
の
首
相
と
し
て
は
初
め

て
沖
縄
を
訪
問
、
「
沖
縄
の
祖
国
復
帰
が
実
現
し
な
い
限
り
、
日
本
の

戦
後
は
終
わ
ら
な
い
」
と
演
説
。
沖
縄
復
帰
問
題
は
に
わ
か
に
現
実
化

し
、
1972
年
５
月
15
日
、
沖
縄
の
施
政
権
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
返
還

さ
れ
、
沖
縄
県
が
誕
生
し
ま
し
た
。
し
か
し
返
還
後
も
、
米
軍
は
「
日

米
安
保
条
約
」
の
下
、
沖
縄
を
ベ
ト
ナ
ム
・
中
東
な
ど
の
戦
役
の
拠
点

と
し
て
引
き
続
き
使
用
。
日
本
は
米
軍
の
補
給
基
地
と
し
て
今
で
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
沖
縄
に
は
大
き
く
分
け
て
２

つ
の
米
軍
基
地
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
普
天
間
基
地
で
海
兵
隊
、
も
う

１
つ
は
嘉
手
納
基
地
で
空
軍
の
基
地
で
す
。 

 

米
軍
普
天
間
基
地
は
人
口
の
密
集
し
た
市
街
地
に
あ
り
、
危
険
性
が

高
い
こ
と
や
、
騒
音
、
兵
士
の
起
こ
す
事
件
な
ど
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
住
民
か
ら
は
基
地
の
返
還
を
求
め
る
声
が
強
く
あ
り
ま
し

た
。
反
基
地
闘
争
の
高
ま
り
に
慌
て
た
日
米
政
府
は
、
1996
年
に
、
５
〜

７
年
以
内
に
普
天
間
基
地
を
全
面
返
還
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た

が
、
具
体
的
な
移
設
先
に
つ
い
て
の
協
議
が
難
航
し
、
実
現
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
結
局
、
2006
年
に
、
在
日
米
軍
再
編
に
つ
い
て
の
日
米
協
議
で
、

普
天
間
基
地
の
海
兵
隊
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ア
ブ(

名
護
市
辺
野
古)

沿
岸

部
へ
の
移
設
、
在
沖
海
兵
隊
１
万
8000
人
の
う
ち
8000
人
の
グ
ア
ム
移
転
、

嘉
手
納
よ
り
南
の
基
地
返
還
な
ど
が
合
意
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
2009
年
、
自
民
党
か
ら
民
主
党
へ
の
政
権
交
替
、
名
護

市
長
選
挙
で
の
基
地
反
対
派
の
勝
利
な
ど
に
よ
り
方
向
転
換
、
問
題
が

紛
糾
し
て
い
ま
す
。
基
地
移
設
だ
け
で
な
く
日
米
の
政
治
問
題
・
保
安

問
題
に
も
波
及
す
る
大
き
な
問
題
だ
け
に
す
べ
て
の
関
係
者
を
満
足
さ

せ
る
妙
手
は
あ
る
の
か
？
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸとは日本で毎年4月末か

ら5月初めにかけての休日が多い期間の

ことで大型連休ともいい、4月29日〜5

月5日の7日間を指します(直前直後の土

曜,日曜,振替休日を含む場合有)。4月29

日(昭和の日),5月3日(憲法記念日),4日

(みどりの日),5日(こどもの日)。 

 今年3月、観光庁は休日分散化案を提

示しました。これは年2回の大型連休で

ある春のｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ、秋のｼﾙﾊﾞｰｳｨｰｸ

を地域ごとにずらすという案で、現段階

の案は①中国/四国/九州/沖縄 ②近畿 

③中部/北陸信越 ④南関東 ⑤北海道/

東北/北関東 という地域ﾌﾞﾛｯｸに分け、

南から順に5連休をずらして設けるとい

うもの。大型連休特有の渋滞の緩和、観

光地の経済効果などを期待しています。

今年から幾つかの都市で試験的に実施

するようですが、どうなることやら… 

 

 

 

 １日 メーデー         ５日 立夏／こどもの日・端午の節句  

 ２日 八十八夜     ８日 母の日／世界赤十字デー 

 ３日 憲法記念日   ２１日 小満 

 ４日 みどりの日     ３１日 世界禁煙デー 

 

            

 

母
の
苦
労
を
労
り
、
母
の
恩
に
感
謝
す
る
日
。
1907
年
、
米
国
の
教
師
だ
っ
た
ア
ン
ナ
・
ジ
ャ
ー
ビ
ス
が
、
母
親
の
３

回
忌
に
あ
た
る
５
月
８
日
に
「
母
の
日
」
を
作
っ
て
祝
う
こ
と
を
提
案
。
翌
年
の
５
月
１０
日
、
彼
女
が
勤
め
て
い
た
学

校
に
４７０
人
の
生
徒
と
母
親
達
が
集
ま
り
、
最
初
の
「
母
の
日
」
を
祝
い
ま
し
た
。
1914
年
、
「
母
の
日
」
は
米
国
の
祝

日
に
な
り
、
５
月
の
第
２
日
曜
日
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
戦
前
は
皇
后
の
誕
生
日
で
あ
る
３
月
６
日
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
1949
年
頃
か
ら
米
国
の
例
に
倣
っ
て
５
月
の
第
２
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

2010
年
５
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
、
中
華
人
民
共
和 

国
上
海
市
の
上
海
世
博
園
で
上
海
国
際
博
覧
会
が
開
か
れ
ま
す
。
2005
年
日

本
国
際
博
覧
会(

愛
知
万
博
、
愛
・
地
球
博)

に
次
ぐ
総
合
的
な
テ
ー
マ
を

取
り
扱
う
、
大
規
模
な
国
際
博
覧
会(

登
録
博
覧
会)

で
す
。
会
場
面
積(

観

覧
エ
リ
ア)

は
328

ha
、
テ
ー
マ
は
「
よ
り
良
い
都
市
、
よ
り
良
い
生
活
」
。

副
テ
ー
マ
と
し
て
「
都
市
多
元
文
化
の
融
合
」
都
市
経
済
の
繁
栄
、
都
市

科
学
技
術
の
革
新
、
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
、
都
市
と
農
村
の
対

話
と
現
在
の
中
国
の
繁
栄
と
問
題
を
考
え
る
博
覧
会
と
な
り
そ
う
で
す
。 

 

さ
て
、
国
際
博
覧
会
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
国
際
博
覧
会
条
約(

BIE
条
約)

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
複
数
の
国
が
参

加
す
る
博
覧
会
で
、
万
国
博
覧
会(

略
し
て
EXPO
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す)

と
も
呼
ば
れ
、
BIE
条
約
に
よ
れ
ば
、
「
複
数
の
国
が
参
加
し
た
、
公
衆
の

教
育
を
主
た
る
目
的
と
す
る
催
し
で
あ
り
、
文
明
の
必
要
と
す
る
も
の
に

応
ず
る
た
め
に
人
類
が
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
手
段
又
は
人
類
の
活

動
の
一
若
し
く
は
複
数
の
部
門
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
進
歩
若
し
く
は

そ
れ
ら
の
部
門
に
お
け
る
将
来
の
展
望
を
示
す
も
の
を
い
う
。
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
BIE
条
約
に
基
づ
く
博
覧
会
を
行
う
に
は
、
開
催
を
希
望
す
る

政
府
が
博
覧
会
国
際
事
務
局(

BIE)

に
申
請
し
、
総
会
で
承
認
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
上
海
国
際
博
覧
会
も
2002
年
12
月
に
モ
ナ
コ
で
開
か
れ
た

BIE
総
会
で
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
・
モ
ス
ク
ワ
・
麗
水
・
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
を
破

り
、
開
催
が
決
定
し
た
の
で
す
。
ま
た
規
定
に
よ
り
国
際
博
覧
会
は
性
質
、

規
模
、
展
覧
期
間
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

つ
は
登
記
類
万
博
会
で
、
上
海
国
際
博
覧
会
も
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
展

覧
期
は
普
通
６
ヶ
月
。
2000
年
か
ら
５
年
ご
と
に
１
回
開
催
さ
れ
ま
す
。
も

う
一
つ
は
認
可
類
万
博
会
で
、
展
覧
期
間
は
普
通
３
ヶ
月
。
２
回
の
登
記

類
万
博
会
の
間
に
１
回
主
催
さ
れ
ま
す
。
1851
年
ロ
ン
ド
ン
で
第
１
回
展
覧

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
「
経
済
、
科
学
技
術
、
文
化
領
域

中
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。 

 

上
海
国
際
博
覧
会
は 

５
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
た
広
大
な
敷
地
で
、

国
際
博
覧
会
史
上
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
数
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
200

の
国
や
国
際
機
関
が
出
展
、
7000
万
人
の
来
場
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

マ
ス
コ
ッ
ト
は
「
海
宝
」
。「
世
界
各
地
の
宝
」
と
い
う
意
味
で 

「
人
」
と
い
う
漢
字
を
モ
チ
ー
フ
に
し
つ
つ
、
海
の
色
で
あ
る 

水
色
を
し
て
い
ま
す
。
揚
子
江
河
口
に
位
置
す
る
中
国
有
数
の
大
都
市
で

あ
る
上
海
は
、
横
浜
市
、
大
阪
府
、
大
阪
市
な
ど
と
姉
妹
都
市
を
結
ん
で

い
ま
す
。
在
留
邦
人
も
多
く
、
日
系
企
業
も
約
4500
社
が
進
出
し
て
お
り
日

本
に
と
っ
て
身
近
な
都
市
の
一
つ
で
す
。
そ
こ
で
行
わ
れ
る
国
際
博
覧
会

開
催
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
か
ら
日
本
館(

政
府
＋
一
部
民
間
企
業
出

展
）、
日
本
産
業
館(

民
間
企
業
出
展
）
、
大
阪
府
・
大
阪
市
ケ
ー
ス(
ベ
ス

ト
シ
テ
ィ
実
践
区
／
地
方
自
治
体
出
展
）
、
上
海
万
博
公
園
彫
刻
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト(

園
区
沿
江
景
観
帯
／
民
間
出
展
）
な
ど
積
極
的
に
参
加
を
し
て

い
ま
す
。
世
界
最
大
級
の
国
際
博
覧
会
の
開
催
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
次
回
の
国
際
博
覧
会
は
2015
年
の
ミ
ラ
ノ
で
す
。 

【
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
最
新
住
宅
事
情
】 

 
=

省
エ
ネ
と
創
エ
ネ
の
ミ
ッ
ク
ス
が
主
流= 

 

近
年
、
住
宅
業
界
で
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
エ
コ
な
設
備
や
素
材
が
続
々
と
登
場
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ
、
環
境
負
荷
が
少

な
く
、
か
つ
健
康
で
快
適
な
暮
ら
し
を
得
ら
れ
る
の

が
、
「
エ
コ
住
宅
」
で
す
。
環
境
へ
の
貢
献
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
従
来
の
住
宅
よ
り
省
エ
ネ
性
能
が
高
く
、

太
陽
光
な
ど
創
エ
ネ
機
能
を
備
え
る
住
宅
も
増
え
て

お
り
、
光
熱
費
の
大
幅
な
削
減
も
期
待
で
き
ま
す
。
そ

も
そ
も
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
言
葉
は
、
ギ
リ
シ
ャ

語
の
「
オ
イ
コ
ス(
＝
家)

」
が
語
源
で
、
エ
コ
住
宅
に

住
む
と
い
う
こ
と
は
、
エ
コ
活
動
の
基
本
、
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
内
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
も
、

「
高
断
熱
」
「
環
境
負
荷
の
少
な
い
自
然
素
材
」
「
緑

豊
か
な
家
」
「
低
消
費
電
力
家
電
」
「
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
」
「
住
宅
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
」
を
う
た
い

文
句
に
、
様
々
な
エ
コ
住
宅
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
エ
コ
住
宅
の
基
本
と
も
い
え
る
性
能
が

「
断
熱
」
。
外
気
の
影
響
を
受
け
に
く
く
す
る
断
熱
材

や
断
熱
構
造
を
施
せ
ば
、
エ
ア
コ
ン
の
効
率
も
上
が

り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
ま
す
。
外
断

熱
・
内
断
熱
、
開
口
部(

窓
・
ド
ア)

の
断
熱
な
ど
方
法

は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
高
断
熱
な
施
工
が
エ
コ
住
宅
に

お
い
て
は
一
番
重
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
が
、
ど

の
よ
う
な
断
熱
対
策
を
と
っ
て
い
る
か
は
、
チ
ェ
ッ
ク

し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て

は
、
「
Ｑ
値(

熱
損
失
係
数
、
単
位
は
Ｗ
／
㎡k)

」
と
い

う
、
住
宅
の
断
熱
性
を
表
す
数
値
で
具
体
的
に
表
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

断
熱
性
が
高
け
れ
ば
、
家
の
「
省
エ
ネ
」
性
能
は
格

段
に
高
ま
り
ま
す
。
近
年
で
は
そ
れ
に
「
創
エ
ネ
」
性

能
を
付
加
す
る
こ
と
で
、さ
ら
に
CO2
の
排
出
を
抑
え
る

住
宅
が
増
え
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
多
く
が
設
置

を
考
慮
し
た
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
の
住
宅
に
は
標
準
装
備
と
し
て
い
る
も
の

も
多
く
出
て
き
て
い
ま
す
。 

 

で
は
、
実
際
に
エ
コ
住
宅
選
び
を
し
て
い
る
人
々
の

関
心
が
高
い
の
は
、
ど
ん
な
設
備
な
の
で
し
ょ
う
か
。

主
要
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

は
「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が

多
い
」
と
の
回
答
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
は
確

か
で
し
ょ
う
。 
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